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方
城
町
の
財
政
再
建
に
つ
い
て
 

既
に
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
報
じ
ら
れ
 

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
の
方
も
多
 

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
当
町
の
財
政
 

状
態
は
大
変
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

昭
和
五
十
六
年
度
、
町
の
普
通
会
計
 

（
町
の
一
般
会
計
と
住
民
新
築
資
金
等
 

貸
付
会
計
）
の
決
算
で
、
約
五
億
五
千
 

万
円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
累
績
赤
字
額
は
起
債
（
政
府
が
 

認
め
る
借
入
金
）
の
制
限
を
受
け
る
額
 

を
大
き
く
超
え
て
お
り
ま
す
。
 

昭
和
三
十
七
年
七
月
、
三
菱
方
城
炭
 

鉱
が
閉
山
し
た
後
は
、
地
域
経
済
の
基
 

盤
を
失
い
、
極
度
に
疲
弊
し
、
荒
廃
し
 

た
方
城
町
が
残
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
な
状
態
か
ら
一
日
も
早
く
 

脱
却
し
て
、
町
民
福
祉
の
向
上
と
、
安
 

定
を
図
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
（
 

失
対
・
緊
就
、
開
就
、
特
開
、
同
対
、
 

低
環
境
、
過
疎
、
鉱
害
復
旧
、
災
害
復
 

旧、 

一
般
公
共
等
）
を
実
施
致
し
ま
し
 

た
 町

財
源
は
窮
乏
し
て
お
り
、
財
源
の
 

多
く
を
借
入
金
に
依
存
し
な
け
れ
ば
、
 

全
く
事
業
が
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。
 

産
炭
地
振
興
法
を
は
じ
め
各
種
の
優
 

過
措
置
法
（
過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
 

法
、
同
和
対
策
事
業
特
別
措
置
法
、
臨
 

時
石
炭
鉱
害
復
旧
特
別
措
置
法
、
石
炭
 

会
計
、
低
環
境
、
失
業
対
策
事
業
等
い
 

わ
ゆ
る
労
働
三
事
業
の
あ
る
間
に
、
そ
 

れ
ぞ
れ
の
補
助
事
業
を
実
施
す
べ
き
で
 

あ
る
と
決
心
し
て
、
過
去
十
数
年
間
、
 

補
助
事
業
の
推
進
を
し
て
来
ま
し
た
。
 

結
果
と
し
て
、
多
額
の
起
債
と
累
積
 

赤
字
に
達
し
、
起
債
制
限
を
受
け
る
よ
 

う
に
な
り
ま
し
た
。
 

今
後
は
自
治
省
に
、
財
政
再
建
準
用
 

団
体
の
申
請
を
し
、
承
認
を
受
け
な
け
 

れ
ば
ほ
と
ん
ど
の
事
業
（
失
対
、
緊
就
 

開
就
、
特
開
、
過
疎
、
鉱
害
、
一
般
公
共
）
 

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

財
政
再
建
に
は
二
通
り
あ
り
ま
す
。
 

自
力
で
努
力
し
て
再
 

建
を
計
る
自
主
再
建
 

と
、
自
治
大
臣
に
申
 

請
し
、
承
認
を
得
て
 

財
政
再
建
を
す
る
、
 

す
な
わ
ち
準
用
団
体
 

と
な
っ
て
再
建
を
計
 

る
方
法
で
す
。
 

方
城
町
の
場
合
は
 

後
者
を
選
ぶ
わ
け
で
 

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 

特
色
を
述
べ
て
み
ま
 

す
。
（
下
表
）
 

先
般
（
九
月
三
o
 

日
）
町
議
会
臨
時
会
 

で
準
用
団
体
申
請
に
 

よ
る
、
財
政
再
建
の
 

申
し
出
が
可
決
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
か
ら
は
自
治
省
に
対
し
、
事
務
 

手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
 

五
十
七
年
か
ら
十
二
年
間
を
目
途
に
再
 

建
計
画
案
を
作
成
し
、
自
治
大
臣
の
承
 

認
を
受
け
る
積
り
で
す
が
、
財
政
再
建
 

計
画
案
を
作
り
あ
げ
、
そ
の
案
を
町
議
 

会
に
提
案
し
、
可
決
さ
れ
た
後
、
自
治
 

省
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
職
員
組
合
の
宣
伝
ビ
ラ
の
配
 

布
等
も
あ
り
、
色
々
不
安
と
疑
問
を
お
 

持
ち
の
方
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
 

い
ま
す
の
で
、
職
員
組
合
か
ら
提
出
さ
 

れ
て
い
る
質
問
点
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
 

れ
計
画
構
想
な
り
、
解
答
な
り
を
記
載
 

致
し
ま
す
。
 

行
財
政
再
建
に
対
す
る
 

町
当
局
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
 

圏
1
 

労
使
間
に
お
け
る
団
体
交
渉
権
 

の
確
立
に
つ
い
て
 

圏
 
省
略
し
ま
す
。
 

間
2
 

地
区
毎
説
明
会
開
催
に
よ
り
、
 

町
民
の
理
解
（
原
因
と
責
任
と
再
建
 

案
）
を
得
る
こ
と
に
つ
い
て
 

圏
 
現
在
ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
 

が
、
再
建
計
画
案
が
あ
る
程
度
固
ま
 

準用再建（地方財政再建促進 
特別措置法に基づく財政再 

建） 

自主再建（町独自の努力で財 

政再建すること） 

自
治
大
臣
が
承
認
し
た
 

計
画
の
範
囲
内
で
地
方
債
 

の
制
限
が
解
除
さ
れ
た
上
 

計
画
的
に
事
業
の
実
施
が
 

可
能
と
な
る
。
 

0
起
債
制
限
を
受
け
る
た
 

め
ほ
と
ん
ど
の
事
業
が
 

実
施
で
き
な
い
。
 

0
実
施
で
き
る
の
は
、
地
 

域
改
善
対
策
事
業
（
同
 

和
対
策
事
業
）
で
、
国
 

庫
補
助
対
象
分
の
み
、
 

災
害
復
旧
事
業
、
住
宅
 

改
修
資
金
貸
付
事
業
等
 

の
み
で
あ
る
。
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
 

失
業
対
策
事
業
（
労
働
 

三
事
業
）
鉱
害
復
旧
事
業
 

起
債
の
制
限
あ
る
公
共
事
 

業
も
実
施
が
可
能
と
な
る
。
 

失
業
対
策
事
業
（
労
働
 

三
事
業
）
、
鉱
害
復
旧
事
 

業
、
地
域
改
善
事
業
、
災
 

害
復
旧
事
業
等
を
除
く
、
 

そ
の
他
の
公
共
事
業
が
実
 

質
的
に
不
可
能
と
な
り
問
 

題
を
生
じ
る
。
 

行
政
上
の
問
題
点
 

0
一
時
借
入
金
に
っ
き
、
 

政
府
資
金
の
斡
旋
が
な
 

さ
れ
る
。
 

0
一
時
借
入
金
の
利
子
に
 

っ
き
特
別
交
付
税
が
交
 

付
さ
れ
る
。
 

0
法
律
上
の
起
債
制
限
が
 

解
除
さ
れ
る
（
再
建
法
）
 

0
再
建
計
画
に
よ
る
退
職
 

手
当
に
退
職
手
当
債
の
 

発
行
が
認
め
ら
れ
る
。
 

0
法
令
上
の
優
遇
措
置
 

0
国
の
財
政
措
置
は
一
切
 

な
し
 

財
 
源
 
措
 
置
 



へ
 

か 

(3） 昭和57年12月1日 広 報 ほ う じ ょ う 第134号 昭和57年12月1日 広 報 ほ う じ ょ う 第135号 ほ
 

っ
た
時
点
で
、
そ
の
方
法
等
に
つ
い
 

て
検
討
し
ま
す
。
 

赤
字
財
政
と
地
方
自
治
権
に
つ
い
て
 

間
1
 

昭
和
五
十
六
年
度
の
決
算
額
と
 

具
体
的
内
容
の
説
明
を
行
な
う
こ
と
。
 

圏
 
昭
和
五
十
六
年
度
歳
入
総
額
、
四
 

八
億
七
、
六
九
八
万
二
、
〇
〇
〇
円
 

に
対
し
歳
出
総
額
五
四
億
三
、
〇
九
 

六
万
三
、
〇
〇
〇
円
、
差
引
五
億
五
、
 

三
九
八
万
一
、
〇
〇
〇
円
の
赤
字
に
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

行政職5 等級給料表 昭和56 年 度決 算 の 概要 行政職6 等級給料表 【hJ 

間
2
 

五
億
五
千
万
円
余
り
の
赤
字
額
 

の
主
要
な
原
因
と
、
そ
の
責
任
の
所
 

在
を
職
員
と
町
民
に
対
し
、
明
ら
か
 

に
す
る
こ
と
。
 

圏
 

一
言
で
い
え
ば
、
金
が
な
い
の
に
 

事
業
の
や
り
過
ぎ
に
よ
る
結
果
で
あ
 

り
、
全
責
任
は
町
長
の
中
島
に
あ
り
 

ま
す
。
 

間
3
 

地
方
自
治
権
に
つ
い
て
 

財
政
再
建
団
体
に
転
落
す
れ
ば
、
町
、
 

町
民
に
ど
の
よ
う
な
制
約
を
生
じ
ま
 

す
か
。
 

圏
 
⑦
 
行
政
運
営
に
つ
い
て
 

自
治
大
臣
が
認
め
た
再
建
計
画
を
執
 

行
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。
 

同
 
議
会
運
営
に
つ
い
て
 

圏
 
再
建
計
画
案
の
範
囲
内
で
事
業
選
 

定
の
議
決
に
な
り
ま
す
。
 

同
 
住
民
要
求
に
つ
い
て
 

圏
 
日
常
の
要
求
に
つ
い
て
は
、
計
画
 

の
範
囲
内
で
し
か
応
じ
ら
れ
な
く
な
 

り
ま
す
。
但
し
、
緊
急
重
要
事
項
に
 

つ
い
て
は
特
別
配
慮
さ
れ
ま
す
。
 

公
共
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
 

今
後
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
 

問
1
 

町
立
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て
 

圏
 
国
・
県
の
指
導
の
中
に
は
、
 
民
間
 

区 分 決算額 区 分 決算額 

歳
 

入
 

地 方 税 2 1 4,0 6 9 

歳
 

出
 

人 件 費 7 4 4,0 9 9 

うち 職員給 429,144 地 方 譲 与 税 2 4,1 1 3 

扶 助 費 236,11 6 娯楽 交 付 金 0 

公 債 費 1,168,708 自動車交付金 2 1,0 0 4 

内
 

訳
 

元利償還金 1,130.368 軽 油 交 付 金 0 

H 」寺借1金利子 3 8,34 0 地 方 交 付 税 1,4 1 0,5 8 8 

（小 計） 2,1 4 8,92 3 内
 

訳
 

普通交付税 1,1 9 1,1 3 7 

物 件 費 1 6 9,5 7 1 特別交付税 21 9,4 5 1 

維 持 補 修 費 2 9,0 8 7 （ー般財源計） 1,6 6 9,7 7 4 

補 助 費 等 

う乞部組合負担 

376,731 交通安全交付金 627 

118,507 分担金負担金 13,648 

積 立 金 0 使 用 料 5 3,7 6 6 

投資．出資・貸付金 4 7 9,1 00 手 数 料 1,997 

繰 出 金 5,0 0 0 国 庫 支 出 金 1,139,103 

前年度繰上充用金 1 6 9,3 0 3 国有提供交付金 0 

投 資 的 経 費 2,053,248 県 支 出 金 4 11,3 7 7 

うち 人件費 48,590 財 産 収 入 6,9 9 1 

内
 

訳
 

普通建設事業費 1,06 1,967 寄 附 金 0 

補助事業費 811,066 繰 入 金 0 

単独事業費 2 5 0,9 0 1 繰 越 金 0 

そ の 他 0 諸 収 入 5 8 5,6 99 

災害復旧事業費 141,140 地 方 債 9 9 4,0 0 0 

失業対策事業費 85 0,1 4 1 
ーー一ー一一ー一 

二一ーー一ーー 

合 計（イ） 5,430,963 合 計(7 4,8 7 6,9 8 2 
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勝0) 1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 6 等級 

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 

1 118,900 101,900 

2 204.800 173,600 145,300 125,000 106,900 83,400 

3 212,700 180,900 151, 800 131,100 112.600 85,900 

4 220,700 188,400 158,400 137,300 118,800 88,700 

5 228,700 195,900 165, 300 143,700 124.500 91,500 

6 237,000 203,400 172,400 149,800 129,200 94, 700 

7 245,300 2 10,900 179,400 155,800 133,800 98,200 

8 253,600 218,500 186, 300 161,800 138, 300 101,900 

9 262,000 226, 100 193, 100 166.800 142,400 105,400 

10 270,200 233, 800 1 99, 700 171,800 146, 100 108,700 

11 2 78. 400 241,600 206,200 176, 700 149,700 111,600 

12 286,600 249,500 212, 700 181,600 153. 200 114, 200 

13 294,700 257, 400 219,100 186,400 156,700 116,800 

14 302,400 265. 100 225,200 19 0. 7 00 159,400 119,000 

15 309,900 272, 100 231,100 194, 800 162,100 121,200 

16 316,000 278,900 236,500 198, 900 164,700 123,300 

17 321,700 284,400 241, 700 202,600 167,200 124, 900 

18 325,600 289,400 245,600 205,700 169,600 

19 329,400 293,000 248,900 208,700 171,600 

20 333,200 296. 600 252,000 211,000 

21 337,000 300, 200 254, 500 213,300 

22 340,800 303.800 256,900 215,500 

23 344, 600 259, 300 217,700 

24 261,700 219,900 

25 264, 100 

瞬段 1 等級 2 等級 3 等級 4 等級 5 等級 

号給 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 給料月額 

1 118,900 101,900 

2 173,600 1 45, 300 125,000 106, 900 83,400 

3 180,900 151,800 131,100 112,600 85,900 

4 188,400 158,400 137, 300 118,800 88,700 

5 195,900 165,300 143,700 124. 500 91,500 

6 203,400 172,400 149,800 129,200 94, 700 

7 210,900 179,400 1 55,800 1 33, 800 98,200 

8 218,500 186,300 161.800 138, 300 101,900 

9 226, 100 193, 100 166,800 142,400 105,400 

10 233,800 199,700 171,800 146, 100 108, 700 

11 241,600 206, 200 176, 700 149,700 111,600 

12 249,500 212,700 181.600 153, 200 114,200 

13 257,400 219,100 186,400 1 56. 700 116, 800 

14 265,100 225.200 190, 700 159,400 119,000 

15 272, 100 231,100 194.800 162.100 12 1, 200 

16 278,900 236,500 198,900 164.700 123,300 

17 28 4, 400 241,700 202,600 167, 200 124.900 

18 289,400 245.600 205, 700 169,600 

19 293,000 248,900 208,700 171, 600 

20 296.600 252,000 211,000 

21 300,200 254.500 213,300 

22 303,800 256,900 215,500 

23 259,300 217,700 

24 261,700 219.900 

25 264, 100 

ま
す
。
 

間
2
 

調
整
手
当
等
に
つ
い
て
 

圏
 
職
員
の
調
整
手
当
は
、
今
ま
で
と
 

変
わ
り
ま
せ
ん
が
町
が
実
施
し
て
来
 

た
特
殊
勤
務
手
当
（
町
税
徴
収
員
手
 

当
、
伝
染
病
予
防
作
業
員
手
当
、
現
 

金
出
納
員
手
当
、
医
療
業
務
員
手
当
 

狂
犬
病
予
防
、
汚
物
処
理
手
当
、
技
 

術
職
員
等
現
場
指
導
員
手
当
、
自
動
 

車
運
転
手
当
、
調
理
員
手
当
、
劇
物
 

取
扱
い
手
当
）
の
中
か
ら
法
律
で
定
 

め
ら
れ
て
い
る
、
町
税
徴
収
員
手
当
 

と
伝
染
病
作
業
員
手
当
の
み
残
さ
れ
 

他
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
 

間
3
 

職
員
の
定
数
に
つ
い
て
 

圏
 
人
口
八
千
人
程
度
の
、
全
国
類
似
 

町
村
の
平
均
職
員
数
は
九
十
八
人
で
 

す
。
方
城
町
に
は
現
在
百
三
十
一
人
 

の
正
職
員
と
十
一
人
の
嘱
託
職
員
が
 

管理職員等の範囲を定める規則 

本
 

庁
 

委
託
を
検
討
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
事
実
上
実
施
の
可
能
性
 

が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
共
直
営
で
運
 

営
を
続
け
ま
す
。
 

圏
2
 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
 

圏
 
前
問
と
同
様
で
す
。
 

間
3
 

隣
保
館
な
ど
地
区
施
設
の
運
営
 

に
つ
い
て
 

圏
 
計
画
に
よ
っ
て
、
盛
ら
れ
た
予
算
 

の
範
囲
内
で
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
 

ま
す
。
 

間
4
 

浄
水
場
等
公
共
水
道
施
設
の
運
 

営
に
つ
い
て
 

圏
 
上
水
道
事
業
会
計
は
独
立
し
た
公
 

営
企
業
で
す
。
今
回
の
再
建
計
画
作
 

成
作
業
の
中
で
、
助
成
の
対
象
と
し
 

て
検
討
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
 

そ
の
援
助
も
計
画
上
、
多
く
を
望
め
 

な
い
の
で
水
道
事
業
会
計
の
健
全
化
 

の
た
め
、
独
自
の
再
建
計
画
を
策
定
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

職
員
等
に
関
す
る
 

こ
と
に
つ
い
て
 

圏
1
 

職
員
の
給
料
体
系
に
つ
い
て
 

圏
 
現
在
使
用
し
て
い
る
六
等
級
給
料
 

表
を
、
五
等
級
給
料
表
に
改
め
ま
す
。
 

（
別
表
参
照
）
 

な
お
国
の
方
針
と
し
て
、
職
員
の
定
 

期
昇
給
ニ
ケ
年
間
停
止
を
強
く
要
請
 

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
家
公
務
員
 

と
比
較
し
て
、
あ
ま
り
差
が
な
い
こ
 

と
か
ら
、
 

一
年
間
を
主
張
し
て
お
り
 

お
り
ま
す
が
、
再
建
の
た
め
の
強
制
 

退
職
勧
奨
は
し
な
い
で
、
定
年
制
施
 

行
（
昭
和
六
〇
年
度
予
定
、
 
一
般
職
 

六
〇
才
、
現
業
職
六
十
二
才
の
予
定
）
 

に
よ
る
自
然
減
少
に
依
り
、
後
は
補
 

充
し
な
い
で
職
員
数
の
減
少
を
図
り
 

ま
す
。
 

間
4
 

退
職
に
関
す
る
事
に
つ
い
て
 

圏
 
再
建
の
た
め
の
強
制
退
職
は
し
な
 

い
が
、
半
人
前
の
職
員
に
つ
い
て
は
 

別
途
考
え
ま
す
。
 

問
5
 

労
働
条
件
に
関
す
る
事
に
つ
い
 

て
 

圏
 
職
員
の
減
少
に
よ
る
し
わ
寄
せ
は
 

あ
り
得
ま
す
。
 

問
6
 

管
理
職
等
の
範
囲
に
つ
い
て
 

圏
 

二
通
り
あ
り
ま
す
。
 

m
 

公
平
委
員
会
規
則
で
定
め
ら
れ
 

て
い
る
も
の
で
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

教
育
委
員
会
 

事
 

務
 

局
 

収

入

役

室

 

（
出
納
室
）
 

町

長

部

局

 

議
会
事
務
局
 

機
 

関
 

教
育
長
、
教
育
次
長
、
人
事
ま
た
は
庶
務
担
当
の
係
長
 

出
納
室
長
ま
た
は
係
長
 

課
長
、
室
長
、
総
務
、
人
事
、
企
画
、
財
政
を
担
当
 

す
る
課
長
補
佐
及
び
係
長
、
秘
書
、
保
育
所
の
所
長
 

の
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
 

局
 

長
 

職
 

備
考
 

こ
の
表
中
「
町
長
部
局
」
と
は
方
城
町
組
織
規
則
（
昭
和
四
 

十
九
年
規
則
第
三
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
 

●つ 
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じ
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報
 

広
 

日
 

'1 第135号 昭和57年12月 

出

先

機

関

 

機
 

関
 

職 

町
立
病
院
 

町
営
水
道
 

小

学

校

 

中

学

校

 

公

民

 館
 

図

書

 館
 

保

育

所

 
院
長
、
事
務
長
 

課
長
 

校
長
、
教
頭
 

校
長
、
教
頭
 

館
長
 

館
長
 

所
長
 

町
が
管
理
職
手
当
を
支
給
し
て
い
 

特
別
職
に
つ
い
て
 

る
も
の
。
 

2
 

各
課
の
課
長
、
室
長
、
保
育
 

所
長
 

間
7
 

行
政
機
構
改
革
（
変
更
ま
 

た
は
統
廃
合
）
に
つ
い
て
 

圏
1
 

建
設
課
と
鉱
害
対
策
室
の
 

合
併
を
実
施
し
ま
す
。
 

2
 

住
民
課
と
福
祉
課
の
合
併
 

を
実
施
し
ま
す
。
 

3
 

財
政
課
と
企
画
室
の
合
併
 

に
つ
い
て
は
、
将
来
検
討
し
ま
 

す。 

の
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
と
思
わ
 

れ
ま
す
。
 

間
4
 

国
民
健
康
保
険
税
の
値
上
り
に
 

関
す
る
こ
と
。
 

圏
 
税
率
に
つ
い
て
は
、
郡
内
各
町
村
 

と
比
較
し
て
検
討
し
ま
す
。
 

問
5
 

保
育
料
の
値
上
り
に
関
す
る
こ
 

と。 

圏
 
昨
年
度
ま
で
は
減
免
し
て
来
ま
 

し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
減
免
措
置
 

を
取
り
や
め
、
厚
生
省
の
基
準
通
り
 

に
し
ま
し
た
。
 

間
6
 

学
校
給
食
費
の
値
上
が
り
に
関
 

圏
1
 

町
長
・
助
役
、
収
入
役
の
報
酬
 

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

に
つ
い
て
 

間
3
 

町
長
交
際
費
の
使
途
範
囲
に
つ
 

圏
 
現
在
の
報
酬
額
か
ら
五
パ
ー
セ
ン
 

い
て
 

ト
減
額
し
ま
す
。
 

圏
 
慶
弔
費
、
接
待
費
及
び
臨
時
的
な
 

間
2
 

三
役
の
調
整
手
当
、
旅
費
等
に
 

寄
附
、
助
成
金
等
（
行
政
を
行
な
う
 

つ
い
て
 

う
え
で
町
の
利
益
の
た
め
に
公
の
交
 

圏
 
調
整
手
当
の
支
給
を
凍
結
し
ま
す
。
 

渉
等
を
す
る
た
め
の
必
要
な
経
費
等
 

旅
費
は
原
則
と
し
て
実
費
支
給
と
い
 

で
す
。
）
 

町
民
の
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
 

間
1
 

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ
と
。
 

圏
 
税
率
の
引
上
げ
に
つ
い
て
は
、
方
 

城
町
の
特
殊
事
情
を
力
説
し
て
、
税
 

率
の
引
上
げ
を
し
な
い
よ
う
努
力
い
 

た
し
ま
す
。
 

圏
 
各
個
人
の
所
得
に
よ
る
増
額
は
仕
 

方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
率
の
引
上
げ
 

は
致
し
ま
せ
ん
。
 

間
3
 

水
道
料
金
の
値
上
り
に
関
す
る
 

こ
と
。
 

間
2
 

町
民
税
の
値
上
が
り
に
関
す
る
 
圏
 
次
回
水
道
会
計
の
み
の
健
全
化
計
 

こ
と
。
 

画
策
定
を
し
て
み
た
う
え
で
、
若
干
 

料
 

用
 

使
 

館
 

民
 

公
 

央
 

中
 

す
る
こ
と
。
 

圏
 
父
兄
の
同
意
な
し
で
値
上
げ
し
ま
 

せ
ん
。
 

問
7
 

公
営
住
宅
家
賃
の
値
上
り
に
関
 

す
る
こ
と
。
 

圏
 
国
・
県
の
指
導
に
よ
り
、
建
設
省
 

基
準
額
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
値
 

上
げ
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
る
が
 

値
上
げ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
現
地
 

説
明
会
を
実
施
、
意
見
を
聴
取
し
て
 

極
端
な
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
調
 

整
し
て
い
ま
す
。
 

間
8
 

学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と
。
 

、×、達名 
使用時間 ～ 

大会議室 中会議室 
小会議室 
和 室 

調理実習 

室 
茶 室 結I 昏式 

3時間未満 

円 

2,500 

円 

800 

円 

800 

円 

800 

円 

500 

1回に 

っき 

25,000 

円 

3時間以上 
5時間未満 

4,000 1,200 1, 200 1,200 800 

5時間以上 
10時間未満 

8,000 1,500 1,500 1, 500 1,300 

10時間をこえた 
場合1時間にて凄 800 300 300 300 200 

・h
ノ
 

当
 

間
 

房
時
 

冷
く
 

800 400 400 400 300 

暖 房 
( 1時間当り） 400 300 300 300 200 

備考 1 教育委員会 後援の学級Iザ減額する。 

2． 町外者が使用する場合は3割増とする。 

第134号 じ よ つ ●つ プま 
ロ
反
 

＋
立
十
 広

 
日
 

'1 

使 用 料 ノレ プ 

区 分 
使 用 料 

備 
時 間 基本料金 

超過料金 
(1時間毎に） 

個
 

人
 

普
 
通
一
 

人
 3
1
;:)
 

大
縞
 

2時間以内 200円 100円 (1）幼児には 
幼稚園、保 
育園の子ど 
もを含む。 
(3才未満の 
ものを除く。） 

団体とは30人以 

上の場合をいう 

中
生
 

小
学
 

2時間以内 100 1 [] 50 円 

券
 幼 児 2時間以内 60 円 30 円 

回
 
数
一
 

大 人 
（高．大） 12 枚っづり 2,0 0 0 円 100 円 

小・中 
学 生 (1枚2時間） 1,0 0 0 円 50 円 

券
 幼 児 600円 3 0 1'] 

団
 

体
 

大 人 
（高・大） 

普通券基本料金の 

2 割引 

100 P1 

50円 
中
生
 

小
学
 
幼 児 30 円 

専
 

用
 

25メートル競 

泳プール 

9時から12 
時まで 

14,000 円 日曜日には、専 

用を許可しない 12時から19 
時まで 28, 000 円 

問
 11
 

公
共
事
業
推
進
（
特
に
町
単
独
）
 

に
関
す
る
こ
と
。
 

圏
 
原
則
と
し
て
維
持
補
修
程
度
に
限
 

ら
れ
ま
す
が
、
実
施
出
来
る
制
度
事
 

業
の
活
用
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。
 

計
画
変
更
を
必
要
と
す
る
重
要
、
緊
 

急
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
治
省
と
 

協
議
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

公
社
、
町
有
財
産
管
理
に
つ
い
て
 

圏
1
 

財
産
処
分
に
つ
い
て
（
町
有
地
 

町
営
住
宅
な
ど
）
 

圏
 
現
在
、
再
建
計
画
の
策
定
作
業
を
 

十
二
年
間
で
実
施
す
る
よ
う
、
検
討
 

し
て
お
り
ま
す
が
、
期
日
を
短
縮
す
 

る
に
は
、
町
有
財
産
（
土
地
開
発
公
 

社
財
産
の
処
分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
年
数
の
た
っ
た
町
営
住
宅
の
 

払
い
下
げ
も
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
 

お
り
ま
す
。
 

問
2
 

今
後
の
財
産
（
土
地
）
購
入
に
 

つ
い
て
 

圏
 
自
治
省
の
規
制
が
厳
し
く
、
就
労
 

事
業
の
た
め
の
用
地
（
先
行
）
取
得
 

に
限
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
 

ラ ン ド 使 用 料 

論蒔曾～具こ二 料 金 摘 要 

1時間にっき 500 I'] 

備考 
1． 使用に必要な準備または後かたずけは使用者が行うこと。 
2‘ 使用については係員の指示に従うこと。 
3． 町外者が使用する場合は3割増とする。 

テ ニ ス コ ー ト 使 用 料 

偏蒔か逼芝 料 金 摘 

午 前 1,200 円 

専用1面にっき 
午 後 1,500 円 

間
う
 

、ュご っ
 

時
に
 

人
 

円
円
 

0
~
 

者
者
 

内
外
 

町
町
 

個人 

町
民
職
員
へ
の
会
計
公
開
に
つ
い
て
 

間
（
自
昭
和
 57
 

年
4

月
1

日
、
至
昭
和
 

57
 

年
9
月
 25
 

日
）
の
主
な
支
出
に
つ
 

い
て
）
 

圏
 
会
計
監
査
は
必
要
に
応
じ
て
、
毎
 

月
監
査
委
員
の
監
査
が
実
施
さ
れ
、
 

町
議
会
に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
 

て
お
り
ま
す
。
事
務
処
理
に
支
障
を
 

料 用
 

使
 

場
 

道
 

武
 

圏
 
教
育
予
算
に
つ
い
て
も
、
他
と
同
 

様
か
な
り
の
削
減
を
し
て
い
る
が
、
 

多
少
窮
屈
な
程
度
で
は
な
い
か
と
思
 

い
ま
す
。
 

間
9
 

役
場
手
数
料
の
値
上
り
に
関
す
 

る
こ
と
。
 

圏
 
戸
籍
窓
口
等
各
種
証
明
書
の
手
数
 

料
を
、
今
年
度
は
一
〇
〇
円
か
ら
一
一
 

〇
〇
円
に
値
上
げ
し
て
お
り
ま
す
。
 

問
 10
 

公
共
施
設
使
用
料
の
値
上
が
り
 

に
関
す
る
こ
と
。
 

圏
 
今
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
値
上
げ
 

し
ま
し
た
。
 

扇露詳こ 施設別 料 金 

分
0

~
 

時
8
 
12
 

柔 道 1, 0 0 0 円 

剣 道 1, 0 0 0 

0
~ 

0
3
 

．
 

●
 

．
 

.
 

っ
J
6
 

1

・1 

柔 道 1, 00 0 

剣 道 1, 000 

備考 
1 育成スポーソクラブ使用はナ減額する。 

来
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
 

現
時
点
で
の
公
開
は
、
お
断
り
致
し
 

ま
す
。
但
し
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
の
 

予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
組
合
加
入
 

の
職
員
も
居
ま
す
の
で
、
職
員
か
ら
 

の
資
料
聴
取
は
規
制
致
し
ま
せ
ん
。
 

国
・
県
に
対
す
る
行
政
責
任
の
 

追

及

に

つ

い

て

 

圏
 
産
炭
地
振
興
法
を
は
じ
め
、
そ
の
 

他
い
ろ
I
、
な
事
業
に
対
す
る
優
遇
 

体 育 館 使 用 料 

偏雨～髪こ 料 金 備 考 

1時間にっき 
使用料 600 円 

電気料 1,000 ! ] 

備考 1 教育委員会 後援の教室は＋減額する。 

2． 町外者が使用する場合は本表の3割増とする。 
、ソ 

備考 

1 育成スポーツクラブ使用はナ減額する。 

2， 営利を目的とする場合は5割増とする。 

3． 冷暖房を使用した場合は実費をいただきます。 

措
置
法
が
あ
り
ま
す
が
、
何
れ
も
、
 

町
の
負
担
財
源
が
な
け
れ
ば
実
施
出
 

来
ま
せ
ん
。
疲
弊
著
し
い
町
村
、
財
 

政
窮
乏
の
厳
し
い
町
村
程
、
優
遇
を
 

受
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
措
置
法
な
 

の
に
、
そ
れ
が
出
来
な
い
よ
う
な
制
 

度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
す
れ
 

ば
す
る
程
、
借
金
が
増
え
る
制
度
に
 

な
っ
て
お
り
ま
す
。
健
全
財
政
を
図
 

れ
ば
、
折
角
の
優
遇
措
置
法
の
恩
恵
 

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
か
し
な
事
 

で
す
。
 

国
・
県
に
対
す
る
責
任
追
求
に
つ
い
 

て
は
、
顧
問
弁
護
士
の
意
見
も
聞
き
 

な
が
ら
、
た
だ
今
研
究
中
で
す
c
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町
立
病
院
の
維
持
運
営
に
 

少
年
剣
道
教
室
、
合
宿
 

関
す
る
こ
と
 

圏
 
町
立
病
院
会
計
に
対
す
る
一
般
会
 

計
か
ら
の
助
成
が
、
昭
和
五
十
八
年
 

で
打
切
ら
れ
ま
す
。
赤
池
町
立
病
院
 

と
合
併
し
て
計
画
さ
れ
た
、
公
立
下
 

田
川
総
合
病
院
の
建
設
が
、
両
町
の
 

財
政
的
な
理
由
で
難
行
し
て
お
り
ま
 

す
。
当
面
の
間
町
立
病
院
会
計
の
健
 

全
化
を
図
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
 

す。 

有
線
放
送
運
営
に
つ
い
て
 

圏
 
有
線
放
送
会
計
は
、
町
会
計
と
は
 

よ

 

別
会
計
と
な
っ
て
お
り
、
有
線
放
送
 

キ

ャ

ン

プ

を

囲

ん

で

大

喜

び

 

方
城
町
少
年
剣
道
教
室
父
母
後
援
会
 

（
代
表
橋
本
博
行
氏
）
で
は
、
8

月
 28
 

・ 
29
 

日
、
役
場
前
研
修
所
で
合
宿
を
行
 

い
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
の
合
宿
に
 

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
 

0
時
間
を
守
る
こ
と
。
o

班
長
の
指
示
 

で
行
動
す
る
こ
と
。
o

班
長
は
自
分
の
 

委
員
会
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
行
き
 

班
の
生
徒
の
面
倒
を
よ
く
見
る
こ
と
。
 

ま
す
。
 

の
三
つ
の
約
束
を
し
て
合
宿
に
入
り
、
 

農
業
振
興
研
究
班
に
つ
い
て
 

圏
 
工
場
誘
致
も
ク
田
川
は
空
気
が
悪
 

い
、
水
が
悪
い
ガ
と
か
で
う
ま
く
い
 

ま

 

き
ま
せ
ん
。
失
対
就
労
事
業
、
同
和
 

対
策
事
業
、
鉱
害
復
旧
事
業
等
は
雇
 

ロ句【 

用
の
為
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
て
い
 

る
が
、
い
つ
の
日
に
か
、
町
一
〇
〇
 

年
の
計
を
思
え
ば
、
五
〇
〇
町
歩
に
 

及
ぶ
農
地
に
生
活
を
託
す
時
代
が
来
 

る
と
思
い
ま
す
。
 

平
均
耕
作
反
別
は
五
反
歩
で
す
。
五
 

反
百
姓
で
生
活
し
て
い
け
る
農
業
経
 

営
の
方
法
は
な
い
の
か
？
 

そ
の
方
 

法
を
探
究
す
る
の
が
農
業
研
究
班
の
 

目
的
で
す
。
現
在
か
な
り
の
成
果
が
 

挙
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
農
振
研
究
 

班
を
継
続
し
て
い
く
べ
き
か
、
あ
る
 

い
は
断
念
す
べ
き
な
の
か
、
決
心
を
 

迫
ら
れ
る
時
期
が
近
づ
い
て
お
り
ま
 

中
学
生
を
班
長
と
し
て
8

班
に
わ
か
れ
 

ま
し
た
。
 

ま
ず
町
民
体
育
館
で
の
け
い
こ
で
汗
を
 

す
。
今
年
度
の
成
果
を
見
た
う
え
で
 

流
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
入
浴
の
後
、
 

結
論
を
出
す
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
 
役
場
駐
車
場
（
研
修
所
裏
）
で
タ
食
（
 

飯
ご
う
炊
飯
）
午
後
八
時
か
ら
、
 

町
民
の
皆
様
 

こ
の
様
な
仕
儀
に
な
っ
て
甚
だ
申
し
 

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
 

を
お
か
け
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
 

批
判
は
甘
ん
じ
て
受
け
ま
す
が
、
一
年
 

で
も
早
く
財
政
を
建
て
直
す
べ
く
懸
命
 

に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
町
議
会
、
全
 

町
民
、
全
職
員
、
各
団
体
の
皆
さ
ん
の
 

ご
協
力
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
あ
げ
 

ま
す
。
 

追
記
 

財
政
再
建
計
画
の
策
定
が
進
捗
す
る
 

に
つ
れ
て
適
時
、
特
集
号
を
発
行
す
る
 

予
定
で
す
。
 

キ
ャ
 

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
み
、
町
青
年
団
 

の
指
導
の
も
と
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
 

ン
ダ
ン
ス
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

翌
日
は
、
班
対
抗
試
合
を
実
施
、
メ
 

ン
バ
ー
は
子
ど
も
た
ち
自
身
で
組
ま
せ
 

中
学
生
と
小
学
生
が
当
た
る
、
と
い
っ
 

た
こ
と
も
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
頃
道
 

道
で
行
な
え
な
い
け
い
こ
や
試
合
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

合
宿
に
参
加
し
た
 53 

名
の
子
ど
も
達
 

は
、
団
体
生
活
を
通
し
て
剣
友
の
仲
間
 

と
の
友
情
が
更
に
深
ま
り
、
規
律
正
し
 

い
社
会
生
活
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

J 

広 報 

ほうじょう 
号
 

に
J
 

〔くリ a
 

印 編 発 

刷 集 行 

協総方 

和 
城 

務町 
印 役 

刷課場 

イ 、 

水道管も冬じたくを 
ドニーJ1.たぎで磁型キ『方こ、う 

K 
冬
将
軍
の
季
節
で
す
。
水
 

道
管
の
冬
じ
た
く
は
お
す
 

み
で
す
か
。
水
道
管
や
メ
 

ー
タ
ー
は
寒
が
り
屋
で
、
 

凍
る
と
破
裂
す
る
な
ど
故
 

障
が
多
い
の
も
こ
の
季
節
 

で
す
。
破
裂
す
る
と
水
道
 

が
使
用
で
き
な
い
だ
け
で
 

な
く
、
水
漏
れ
で
水
道
料
 

金
が
た
い
へ
ん
か
さ
む
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

次
の
よ
う
に
し
て
被
害
を
 

防
止
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
水
道
管
は
布
や
縄
、
保
 

温
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
で
保
 

温
し
、
そ
の
上
か
ら
ビ
 

ニ
ー
ル
を
ま
い
て
ぬ
れ
 

な
い
よ
う
に
す
る
。
 

※
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
タ
オ
ル
な
 

ど
を
水
道
管
に
か
ぶ
せ
て
、
ぬ
 

る
ま
湯
で
気
長
に
と
か
す
。
 

（
熱
湯
を
か
け
る
と
破
れ
て
し
 

ま
い
ま
す
。
）
 

※
屋
外
に
あ
る
太
陽
熱
温
水
器
な
 

ど
は
水
抜
き
し
て
凍
ら
な
い
よ
 

う
に
す
る
。
 

昭
和
五
十
七
年
十
二
月
一
日
発
行
 


